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1. 事業者紹介
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会社概要

【企業名】 WillArch株式会社・一般社団法人シブタン
【本社所在地】 東京都渋谷区
【代表者】 代表取締役・代表理事 山田裕介 
【シブタンフェロー】 １３名
【シブタン事業内容】

（１）区立学校と地域・企業等とのコーディネート支援

（２）区立学校と連携する地域・企業等の発掘・活用の支援

（３）区立学校の要望に基づき、企業が提供する学習プログラムの調整

（４）学習発表会の企画及び実施の支援

【企業ロゴ】

代表者略歴

【経歴】

大学卒業後、GAP JAPAN株式会社に入社して、小売店のマネジメント業務に携わる。 その後、
Apple Inc.にて同社製品の販売・営業を担当。さらにH＆M Japan株式会社の日本立ち上げメン
バーとして2007年入社、日本の人事責任者として人事業務全般をリード。2018年からWalmart 
Japan／株式会社西友を経て、2022年からITソフトウエアベンダーであるAvePoint Japan株式会
社のVice President、現在は、アサヒビール株式会社人事部長として現職に至る。また中学校2年
生と小学校3年生の父親であり、PTA会長６年、渋谷区立小学校PTA連合会の会長３期をつとめ
た。
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１ 事業者紹介
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2. 実証サマリ
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２ 実証概要

（実証成果）地域を含む学校関係者との関係構築

各校に対しての担当（フェロー・13名）の配置

• 地域を含む学校関係者との丁寧な対話により団体設立の趣旨、役割等の理解促進

• 役割が重複するコミュニティスクール、地域学校協働活動推進員との関係整理

• 定例シブタン運営会議に小・中校長および教育委員会が参加。随時の情報連携

• 小学校18校、中学校8校に担当者を配置（フェローは基本的にPTA会長経験者）

（実証成果）シブヤ未来科「探究ポータルサイト」の運用支援

• 渋谷区の開発した「探究ポータルサイト」(学校・企業等とのマッチングサイト)
の運用

• 教育委員会と連携し、「探究ポータルサイト」の情報に基づくマッチング支援の
オペレーションの仕組みを構築（学校間の取組の差が生じないよう、学校・教育
委員会からの求めに応じ、適宜、シブタンが企業等のリソースを調整・支援)

（実証成果）探究フェスの企画・運営支援

• 小学校18校、中学8校の発表（代々木体育館第２で実施)

• 渋谷区教育委員会との共催事業として実施

• 探究活動の情報発信による保護者・地域等の理解促進、企業等との社会連携促進

1

2

3

実証成果

学校・行政・PTA・地域・企業との連携により、真に個別最適化された

探究的な学びを実現・促進するエコシステムを構築する

実証テーマ

探究学習は、既存の公教育の体制を超えて、地域・企業のリソースを効果的に動員することが必須

教育委員会・学校・教員皆様のこれまでの知見・専門性のみでは難しく、負荷も高い

• 渋谷区立小中学校へのフェロー配置、
学校のニーズ把握

• 授業実施現場の側面支援

• 地域リソースの発掘・活用をサポート

1

• 「探究ポータルサイト」の試験運用
/ 評価、事例共有会

• プログラム提供希望企業への対応

• 教員・地域との事例共有会の促進

2

• 「学習発表会」の企画・運営支援
（3月・1回）

• スケジュール調整、発表形式の決定、
発表者の選定

• 保護者からのフィードバック・参画の
仕組みの構築

3

実証スキーム図・実施内容

中間支援組織
WillArch

全渋谷区立小中学校

企業・団体

フェロー配置
1

渋谷区

学習発表会企画

3

ポータルサイト

2
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3. 実施内容
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３－① 実証の背景と目指す姿

• 地域・企業・学校間の連携不足による格差
• 生徒一人ひとりに最適化された学習環境の整備
• 教員の負担増と継続的な学習/支援体制の不足
• 持続可能な運営と情報共有/評価システムの未
整備

• 公教育への外部リソース（ヒト、モノ、カネ）
の獲得

解決するべき課題

課題の根本的な原因

• 各ステークホルダー間のコミュニケーション
と連携不足

• 教員の時間とリソースの制約
• 評価とフィードバックのシステムが未確立
• 外部リソースを動かすための予算的制約

本実証のテーマ

学校・行政・PTA・地域・企業との連携により、真に
個別最適化された探究的な学びを実現・促進するエコ
システムを構築する

本実証で特に明らかにしたいポイント

渋谷区 教育委員会と、保護者・PTAを基盤とした外
部組織が効果的に連携し、以下の点で成果検証を行う。

①地域連携の深化: 渋谷区の地域コミュニティ、企業、
学校間の連携を強化し、外部リソースを獲得しながら
持続可能な教育エコシステムを構築する方法を探る。

②個別最適化された学び（My /Our 探究）の実現: テ
クノロジーを活用し、生徒一人ひとりに合わせたカス
タマイズされた探究の学習環境を提供するための実践
的なアプローチを検証する。
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３－② 実証目的と実施内容

実証内容 実証目的 実施内容

実証①

学校現場への
リソース
コーディ
ネート支援

• 渋谷区内各地区・区立小中学校に担当
者（フェロー）を配置

• 学校とのコミュニケーション・ニーズ
の把握

• 地域リソースの発掘・活用をサポート
• 授業実施現場の側面支援

地域を含む学校関係者との関係構築
各校に対しての担当（フェロー13名）の配置
• 学校との丁寧な対話により団体設立の趣旨、役割等の理解促進

当初、学校からは様々な疑問・期待・要望などあり。シブタン設立の意図・機
能等について教育委員会と連携し丁寧な議論を積み重ね理解促進を図る

• コミュニティスクール、地域学校協働活動推進員との関係整理
既存学校支援組織(コミュニティスクール、地域学校協働活動推進員)とは地域

リソースの提供・支援の面で一部役割が重複するため、関係性を整理し説明

• 毎月のシブタン運営会議に小中校長および教育委員会が参加。情報連携。
• 小学校18校、中学校8校に担当者配置(フェローは基本的にPTA会長経験

者)

実証②

教育委員会と
連携した仕
組み化の促
進

• 学校と地域リソースをマッチングする
「オンラインプラットフォーム」の試
験運用を支援

• プログラム提供希望企業への対応
• 教員・地域との事例共有の促進

シブヤ未来科「探究ポータルサイト」の運用支援
• 教育委員会と連携し、「探究ポータルサイト」の情報に基づくマッチン

グ支援のオペレーションの仕組みを構築（学校間の取組の差が生じない
よう、学校・教育委員会からの求めに応じ、適宜、シブタンが企業等の
リソースを調整・支援)

• 反社チェック機能

実証③

保護者・社会
連携を進め
る学習発表
会の支援

• 学習発表会の企画・実施支援（教育委
員会と連携）

• 保護者からのフィードバック・参画の
仕組みの構築

探究フェスの企画・運営支援
• 小学校18校、中学8校の発表(代々木体育館第２で実施)
• 渋谷区教育委員会との共催事業として実施
• 渋谷区の探究を応援してくれる企業参加
• 探究活動を広く情報発信。区民や保護者等に対する理解促進や、企業等

との社会連携を促進
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３－③ 実施経過

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度

● 各学校への運用方法の説明

● 保護者への全体説明

● イベント業者選定＆決定 ● イベント設計

１２月１日
教育委員会と
イベント内容
の合意

キー
マイル
ストン

運営

イベント

● 学校保有の情報をシステムへ連携

3/12
探究発表会

運営会議

８月２３日 ９月２７日 １０月２５日 １１月２２日 １２月２０日 １月２９日 ２月２８日 ３月１４日

１２月２７日
協定締結

● イベント準備期間

● 協力企業・団体評価期間

● 新規登録企業・団体への営業活動

９月６日
シブタン設立日
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３－④ 実施内容 詳細 ＜実証 学校×行政× PTA ×地域・企業連携「探究シブヤ未来科」エコシステム＞
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4. 実証結果
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４－① 実証成果

実証論点 実証成果 実証成果に対する考察

実証①

学校現場へ
のリソー
スコー
ディネー
ト支援

地域を含む学校関係者との関係構築
各校に対しての担当（フェロー13名）の配置
• 地域を含む学校関係者との丁寧な対話により、団体設立の趣

旨・役割等の理解促進
• 役割が重複するコミュニティスクール、地域学校協働活動推

進員との関係を整理し、関係者への説明
• 定例シブタン運営会議に小・中校長および教育委員会が参加。

随時の情報連携
• 小学校18校、中学校8校に担当者を配置（フェローは基本的

にPTA会長経験者）

• 新たな中間支援組織であるため、関係者から十分な理解を得ることに時間を費やした。
当初、学校からは様々な疑問・期待・要望などあり。シブタン設立の意図・機能等に
ついて教育委員会と連携し、丁寧な議論を積み重ね理解促進を図ることが、円滑な
コーディネートには重要

• 既存の学校支援組織(地域学校協働活動推進員等)と地域リソースの提供・支援の面で
一部役割が重複。学校現場における混乱を避けるため、既存組織とシブタンとの関係
を整理し、関係者の理解促進を図ることが重要

• 渋谷区を北部、中部、南部の３つのエリアに分けてエリアでフォローをアジャイルに
した。大きな枠では質問がし難い

実証②

教育委員会
と連携し
た仕組み
化の促進

シブヤ未来科「探究ポータルサイト」の運用支援
• 教育委員会と連携し、「探究ポータルサイト」の情報に基づ

くマッチング支援のオペレーションの仕組みを構築（学校間
の取組の差が生じないよう、学校・教育委員会からの求めに
応じ、適宜、シブタンが企業等のリソースを調整・支援等)

• 反社チェック機能
• 12月に渋谷区と連携協定締結・プレスリリース（コーディ

ネート支援、企業等の発掘・活用支援、学習発表会の企画・
実施支援 等）

• 学校・教育委員会・企業等といった既存の連携の枠組みにおけるボトルネックを把握
した上で、エコシステムにおけるシブタン（中間支援組織）の役割を明確化すること
が重要。これを踏まえたオペレーションをポータルサイト運用に取り込んだ。

• 中間支援組織として自走するためには、公的な連携が必須。公的な連携を通した活動
の情報発信が有効であり、協定締結後のプレスリリースにより、企業との連携が急増

実証③

保護者・社
会連携を
進める学
習発表会
の支援

探究フェスの企画・運営支援
• 小学校18校、中学8校の発表(代々木体育館第２で実施)
• 渋谷区教育委員会との共催事業として実施
• 渋谷区の探究を応援してくれる企業参加
• 探究活動を広く情報発信。区民や保護者等に対する理解促進

や、企業等との社会連携を促進

• 共催として参画することで、行政単独実施よりも資金面での機動性が確保される（企
業協賛金等を充当）。

• 従来の教育とは異なる探究的な学びの取組は、保護者の理解が必須。行政からのアプ
ローチとは異なり、PTA中心の中間支援組織の関与自体により、広く保護者の理解と
共感を得られることが期待できる。

• シブタンの活動を持続可能な取組とするためには、活動に賛同する保護者を継続的に
確保することが必要。イベントを通した活動内容の発信は、人材確保に繋がることが
期待できる。

• 探究フェスへの関与により、シブタンの活動が広く情報発信されるため、今後の協賛
金確保を含めた企業等との連携促進が期待される。

• 約1ヶ月前には最終化が必要。したがって6ヶ月前くらいには方向性を学校とアライン
する必要あり。（今回は初回であるが4ヶ月前）
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４－① 実証成果 詳細 ＜実証 地域を含む学校関係者との関係構築＞

校長会説明資料

全体へのトーンセットは必須でありながらも、個別理解を得るための丁寧なコミュニケーションが肝要である。

地域学校協働活動推進員連絡協議会説明資料 コミュニケーション ステップ

教育委員会およびシブタンでの情報の整理・合意形成
1

関連各所での説明
（校長会、地域学校共同活動推進員連絡協議会など）

2

学校現場への説明＆理解

3

従来まで
支援いただいていた団体
（コミュニティスクール、
地区委員会、町会など）

3

シブタンフェローからの個別説明フォローアップ
４
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４－① 実証成果 詳細 ＜実証 シブヤ未来科「探究ポータルサイト」の運用支援＞

学校単位での情報のサイロ化を解消して、子どもたちへ最適な探求の学びへ

URL; https://tankyu-shibuya.com/



16

４－① 実証成果 詳細 ＜実証 探究フェスの企画＞
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４－① 実証成果 詳細 ＜実証 探究フェスの企画＞
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４－① 実証成果 詳細 ＜実証 探究フェスの企画＞
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5. 今後の展望
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５ 今後の展望

＜成果＞

・組織組成                        ：社団法人設立と、メインメンバーの登用配置の完了と教育委員会
                                               や有識者（顧問）との協力体制及び会議体のリズムの確立

・学校長との協力体制       ：教育委員会の支援もあり、運営会議に学校長が参加。今後の連携がスムーズになる

・R6経産省実証事業採択   ：社団法人設立と、メインメンバーの登用配置の完了および教育委員会や有識者
                                           （顧問）との協力体制の確立

＜課題と依頼事項＞

・活動拠点                         ：都心部においては活動拠点の確保が課題。地域の中間支援組織として行政施設内
で拠点が確保されることが望ましい

・エクスポージャーの向上 ：当団体と渋谷区との協力体制が強固であることの露出をあげて、保護者および
企業の協力流入を向上させたい

・ふるさと納税の仕組み ：行政における支援として、ふるさと納税の枠組みにおいて、社団法人に対しての
寄付モデルが確立されることで寄付が加速する
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Appendix：実施体制・実証フィールド 詳細
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Appendix：実施体制・実証フィールド（実証自治体・実証校） 詳細

事業受託者      ：WillArch 株式会社
• 統括責任者 ：山田 裕介 (代表取締役)

事業委託者の支援の元、一般社団法人シブタンを新しく
設置。設置予定団体の立て付けは以下のとおり

実施体制
発起人：
・山田裕介（R3,4,5年度渋谷区小学校PTA連合会会長/
区立神宮前小学校前PTA会長）
・北村俊生（R6年度渋谷区立小学校PTA連合会会長/ 区
立千駄谷小学校PTA会長）
・佐々木健介（区立広尾小学校PTA共同代表）
さらに渋谷区関係者（校長OBも協力予定）も協力予定

補足：渋谷区教育委員会と連携協定を12月締結。教育委
員会との事業連携のもと、事業を運営

1. 渋谷区立小学校

• 所在地：渋谷区内18校
• 対象生徒：約7,400名
• 特徴：渋谷区全ての小学校を対象とする

2. 渋谷区立中学校

• 所在地：渋谷区内8校
• 対象生徒：約1,900名
• 特徴：渋谷区全ての中学校を対象とする
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Appendix：組織体制

フェロー＆ Jr. フェロー

理事

事務局長
監事

代表理事

一般社団法人 シブタン

顧問
教育委員会 小中学校

シブタンの組織体制については、以下の体制を想定しております。

協力・連携 知見・経験の
助言
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Appendix：メンバー
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